
暫
嚇
展
覧
會
記
念
號
（
大
辛
年
吾
號
）

織
太
陽
系
の
現
勢

　
－
（
大
正
十
年
四
矧
二
十
四
u
同
妊
會

　
　
　
　
　
臨
時
総
會
席
上
の
記
念
講
演
ハ
）
i
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理
陸
士
山
本
　
｝
清

　
「
太
陽
系
」
の
観
念
が
起
つ
π
の
は
全
く
ニ
ウ
ト
ン
に
始
ま

る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
天
に
は
日
月
及
び
五
星
（
土
木
火
金

水
）
が
存
在
す
る
こ
ご
、
そ
し
て
此
等
の
も
の
が
他
の
数
多

の
恒
星
に
比
べ
て
頗
る
著
し
い
蓮
動
の
特
徴
を
有
す
る
こ

ご
、
又
、
光
や
色
に
も
甚
だ
し
い
涯
別
の
あ
る
こ
ご
な
ざ
は
、

大
玉
な
大
昔
し
か
ら
古
い
幽
々
の
人
は
知
っ
て
ゐ
π
け
れ

ご
、
特
に
此
の
七
星
だ
け
が
一
纒
ま
b
に
纒
ま
っ
て
、
幾
何

學
的
に
も
物
理
學
的
に
も
恒
星
界
ε
は
丸
き
り
違
つ
π
も
の

こ
考
へ
る
爲
の
材
料
は
全
く
不
充
分
で
あ
っ
セ
。
物
理
學
的

－
蘇
に
良
器
的
關
係
な
ご
こ
い
ふ
近
代
的
な
考
へ
が
昔
し

の
人
々
に
許
さ
れ
な
か
つ
π
の
は
先
づ
無
理
が
無
い
こ
し

て
、
幾
何
學
的
の
關
係
Y
即
ち
諸
天
髄
か
ら
地
球
ま
で
の
距

離
の
観
念
で
さ
へ
、
（
月
を
除
け
ば
、
）
彼
等
に
は
殆
ん
ご
全

く
知
る
由
が
無
か
つ
だ
の
だ
か
ら
、
只
、
一
々
の
星
の
蓮
行

速
度
か
ら
大
ざ
つ
ば
な
判
断
を
下
し
て
、
何
回
が
他
の
何
星

よ
り
も
遠
い
こ
か
近
い
こ
か
言
つ
π
こ
こ
ろ
で
、
要
す
る
に

　
　
　
ヘ
　
へ

そ
れ
は
塞
想
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
。

　
宇
宙
観
か
ら
言
へ
ば
、
ト
レ
ミ
ー
の
天
動
説
か
ら
、
コ
ペ

川
ニ
ク
ス
の
地
動
説
へ
の
簿
懸
は
、
大
進
歩
に
は
相
違
無
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
へ

が
、
こ
れ
ε
て
宇
宙
の
中
心
・
が
地
球
か
ら
太
陽
へ
移
っ
忙
ξ

い
ふ
だ
け
で
、
天
鵬
相
互
の
距
離
に
つ
い
て
は
何
の
新
味
も

出
て
居
な
い
。
ケ
プ
レ
〃
の
三
大
法
則
の
登
見
は
確
か
に
我

が
「
太
陽
系
」
観
念
の
生
れ
る
π
め
の
有
力
な
る
準
備
で
あ
っ

だ
。
即
ち
此
の
登
臨
に
よ
っ
て
七
星
の
相
劃
的
距
離
は
精
密

に
知
れ
花
の
で
あ
る
か
ら
o
i
け
れ
ざ
未
だ
不
幸
に
し
て

此
の
進
歩
も
、
恒
星
に
聾
す
る
何
等
の
手
が
馬
り
を
與
へ
な

か
つ
π
o

　
ケ
プ
レ
〃
の
幾
何
學
は
ニ
ウ
ト
ン
の
論
争
に
よ
つ
て
完
全

な
も
の
ざ
な
つ
π
o
そ
し
て
こ
・
に
始
め
て
太
陽
を
巡
る
五

星
ご
其
の
衛
星
ご
の
み
が
他
の
一
切
の
星
か
ら
寸
歩
さ
れ

て
、
当
朝
「
太
陽
系
」
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
ε
い
ふ
こ

ε
が
明
か
に
な
つ
泥
Q
ガ
リ
レ
オ
以
後
の
望
蓮
鏡
が
右
の
新
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観
念
に
有
力
な
る
資
料
を
奥
へ
詫
こ
ε
は
無
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
バ
ー

r
今
日
、
太
陽
系
の
各
員
ご
言
へ
ば
左
の
何
れ
か
の
部
門
に

入
る
こ
ε
に
な
っ
て
み
る
。

　
太
　
陽
i
全
系
統
の
中
5
6
に
あ
っ
て
重
力
的
支
配
者
、
自
力
に
て
獲
光
川
蝉

　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ

　
遊
M
星
一
第
二
女
的
重
力
艘
、
軌
道
に
原
則
電
し
て
圓
に
近
く
．
叉
軌
道
面
，

　
　
の
傾
斜
ば
小
で
あ
る
。
自
ら
獲
光
ぜ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
も

　
衛
　
星
－
第
三
次
的
重
力
膣
．
遮
れ
も
軌
道
は
原
則
と
し
て
圓
に
近
く
、
亦

　
　
軌
道
面
の
傾
斜
は
小
O
光
は
反
射
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
う
　
も
も
　
も

　
彗
　
星
t
質
量
極
小
、
軌
道
は
原
則
亡
し
て
蓋
物
線
、
其
の
準
面
の
傾
斜
に

　
　
不
規
律
。
光
に
太
陽
光
奄
反
射
。

　
流
　
星
－
牢
間
な
不
規
律
に
右
往
左
往
す
る
微
天
髄
し
光
ば
地
球
の
雰
園
氣

　
　
中
に
入
．
っ
て
饗
重
。

　
黄
鏡
光
一
太
陽
に
近
く
帯
状
に
一
一
す
る
微
塵
天
騰
園
。
光
は
太
陽
光
の
反

　
　
射
。

右
の
内
、
太
陽
は
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

　
遊
星
は
便
宜
上
、
大
遊
星
ご
小
遊
星
ざ
に
分
け
る
。
大
遊

星
は
十
入
世
紀
の
末
迄
は
六
箇
だ
け
知
ら
れ
て
み
た
、
そ
し

表一十大遊星表

軌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

星
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
艦

遊
　
　
　
星
卒
逆
距
離
へ
天
反
樹
幹
）

芝
焼
灘
翻
心
至
傾
斜

離
塁
比
重
鵬
一
努
墓

表
面
重
力

衛
星
数

交
會
周
期

水
　
　
　
星
金
　
　
　
星
地
　
　
　
　
球
火
　
　
　
　
星

　
O
・
三
八
七
　
〇
・
七
二
三
　
一
・
0
8
二
⑦
五
二
四

年
　
　
　
日
　
八
七
此
七
　
量
四
●
七
〇
　
三
六
礁
・
二
六
一
蜜
三
。
七
三

O
o
二
〇
六
〇
、
O
O
七
〇
●
O
；
O
・
〇
九
霊

魔
　
分
七
　
〇
三
春
i
一
塾

O
・
〇
五
六
〇
・
八
死
一
・
O
O
O
O
三
〇
八

六
●
二
五
・
O
置
嘉
三
・
八 　

日
八
八
（
？
）
　
時
二
〇
（
？
し
　
時
分
雪
異
茜
三
七

O
・
西
O
・
七
六
〇
叢
O
●
壬　
n
ノ
・
　
？
尭
七
〇
〇
二
8
（
7

O
・
四
三
〇
・
八
二
一
・
O
O
O
・
三
八

0
0
一
ゴ

　
日
コ
就
・
九
五
八
三
・
九
　
一
老
九
。
九

セ
　
　
レ
　
　
ス

一
・
二
・
実
七

四
、
云
O
・
四
四

窒
R
呈
δ
三
窓
山
ハ
翌
旦
⊥
？

O
●
δ

⊥
望
。
G
三
眠
署
。

木
　
　
　
星
土
　
　
　
星
天
　
王
　
星
章
　
王
　
星

孟
・
二
〇
三
九
論
薮
晃
●
三
八
昌
O
●
＝
O

＝
、
三
門
・
八
四
莞
、
塁
ハ
・
九
八
八
四
δ
〇
七
・
豊
一
六
四
℃
二
八
0
・
三
〇

一
三
●
〇
九
毛
馬
●
八
混
嘉

O
●
〇
四
八
O
・
O
署
内
O
・
〇
四
六
ρ
。
8
九

一
曲
一
＝
お
〇
四
六
一
四
七

＝
・
；
九
●
四
四
・
〇
四
蓋

【
・
三
八
・
異
畿
・
ニ
ニ
西
豊
八
宅
・
美

九
琶
δ
西
δ
男
七
三

O
・
杢
0
・
七
二
〇
・
六
〇
〇
。
垂

蓋
6
？
・
9
r
・

ご
・
釜
一
三
八
0
・
九
〇
〇
・
八
九

尭
八
●
九
三
夫
三
三
六
地
毛
三
六
七
嘉

1
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て
呼
ば
れ
る
順
序
は
、
常
に
外
か
ら
内
へ
、
土
星
、
木
星
、

火
星
、
地
球
、
金
星
及
び
水
星
で
あ
っ
π
。
一
七
入
一
年
に

至
っ
て
英
人
ハ
ー
シ
エ
川
が
天
王
星
を
登
塗
し
、
叉
一
入
四

⊥
ハ
年
に
は
ア
ダ
ム
ス
等
が
海
王
星
を
登
甘
し
π
の
で
都
合
入

魂
こ
な
つ
だ
。
そ
し
て
呼
ば
れ
る
順
序
も
何
時
の
間
に
か
、

逆
に
内
か
ら
外
へ
水
金
地
霊
木
土
天
海
の
順
ε
な
つ
だ
。
爾

此
の
外
に
、
水
星
の
内
側
に
ブ
川
里
ソ
星
が
在
る
ご
考
へ
π

り
、
海
王
星
の
外
側
に
若
干
の
未
知
遊
星
が
在
る
巴
考
へ
る

人
も
全
ぐ
無
い
で
は
な
い
が
、
今
日
は
未
だ
正
式
に
登
録
さ

れ
る
程
の
確
か
な
も
の
で
な
い
。

　
此
等
、
入
箇
の
大
遊
星
の
要
素
を
並
べ
た
の
が
第
一
表
で

あ
る
。
通
覧
す
る
ど
、
各
遊
星
か
ら
太
陽
ま
で
の
李
均
距
離

は
㌔
ま
つ
ボ
ー
デ
の
法
則
に
よ
く
】
致
し
て
み
る
。
只
、
海

王
星
だ
け
は
差
が
可
な
り
大
き
い
。
軌
道
の
形
も
、
や
は
り

圓
の
原
則
に
近
い
、
只
、
水
星
ご
火
星
巴
だ
け
は
離
心
率
が

小
さ
く
な
い
が
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
此
の
由
仁
は
共
に
質
量

が
他
の
何
れ
よ
り
も
少
な
い
Q
軌
道
面
の
傾
斜
も
歯
髄
に
於

い
て
僅
か
で
あ
る
、
但
し
水
星
が
七
度
、
金
星
が
三
度
鯨
り

ε
い
ふ
の
は
、
可
な
り
の
脱
線
振
り
で
あ
る
が
、
此
等
は
共
に

太
陽
に
近
い
寒
い
ふ
の
が
、
其
の
共
逼
原
因
で
は
な
い
か
。

　
小
遊
星
は
一
八
○
一
年
に
セ
レ
ス
星
が
登
見
さ
れ
て
以

來
、
年
々
新
心
見
が
増
し
て
、
今
日
は
既
に
大
書
な
数
に
な

つ
だ
。
大
正
九
年
末
の
調
査
で
は
正
式
に
登
録
さ
れ
て
み
る

星
が
、
九
百
三
十
三
箇
、
そ
れ
か
ら
軌
道
が
不
充
分
に
し
か

分
っ
て
る
な
い
の
が
隠
隠
鯨
箇
。
何
れ
も
遊
星
で
あ
る
か
ら

其
の
軌
道
は
原
則
こ
し
て
、
軌
道
は
圓
形
、
軌
造
面
傾
斜
角

は
零
度
、
叉
、
太
陽
か
ら
の
牟
均
距
離
は
ボ
ー
デ
法
則
に
よ

る
二
・
八
（
天
文
配
位
）
に
近
い
の
が
大
多
数
を
占
め
て
み
る

の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
何
分
数
多
い
中
に
は
、
此
の
原

則
か
ら
思
ひ
切
っ
て
脱
線
し
た
も
の
も
あ
る
。
全
部
は
ε
て

も
こ
・
に
出
せ
な
い
が
、
ま
つ
色
々
の
方
面
か
ら
代
表
的
の

も
の
を
並
べ
る
ご
、
第
二
表
の
逼
り
に
な
る
。
簡
短
に
説
明

を
す
る
ご
庵
セ
レ
ス
ご
バ
ラ
ス
ど
は
李
均
距
離
や
軌
道
の
形

か
ら
見
て
、
押
，
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
堂
々
た
る
遊
星
で
あ

る
。
麩
に
セ
レ
ス
は
質
量
も
相
當
に
大
き
い
の
で
、
普
通
の

適
合
に
小
遊
星
全
部
の
代
表
者
ε
見
て
差
支
へ
な
い
。
パ
ラ

ス
は
軌
蓮
面
の
傾
斜
か
ら
見
る
ご
、
代
表
者
π
る
の
資
格
は

無
い
、
む
し
ろ
甚
だ
し
い
謀
反
人
で
あ
る
（
尤
も
セ
レ
ス
も

傾
斜
角
は
す
い
ぶ
ん
小
さ
な
方
で
無
い
が
。
）
し
か
し
特
に

此
の
傾
斜
角
の
こ
ご
の
み
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
H
⑩
O
①
≦
「
U
が
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一
番
で
、
近
頃
の
H
諺
O
踏
N
が
第
二
番
、
パ
ラ
ス
は
三
番
、

そ
れ
か
ら
ツ
エ
ル
リ
ー
ナ
が
殆
ん
ご
。
バ
ラ
ス
に
追
っ
付
か
ん

　
第
二
表
　
　
著
名
な
る
小
遊
星
の
質

置
塁
名
　
里
羅
編
演
唱
必

　
セ
　
レ
　
ス

　
一　

バ
　
ラ
　
ス

出
　
　
ド

　
ジ
　
　
ユ
　
ノ

曽
　
ヴ
エ
ス
タ

回

四
三
堂

　
エ
　
ロ
　
　
ス

四
三
四

　
ボ
ン
ガ
リ
ア

　
東
　
　
　
京

究
八面

畳
　
ツ
エ
ツ
リ
ナ

五
八
八
　
ア
キ
ソ
ス

六
二
四

　
へ
．
ク
ト
ル

七
二
　
ア
ル
ベ
ル
下

膨
二
七
　
日
　
　
　
水

八
八
四

　
プ
「
リ
ア
ム

八
八
七　
ア
リ
ン
ダ

九
戸

　
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン

　
・
μ
㊤
O
㊦
づ
噌
U

一
　
O
O
o
。
⇔
ぞ

　
　
一
需
O
国
N
．

騨号？誓テ警テiiL署誓号iLτ；ii“Tす
九六就nd　EEL二五誠二ニニK九四三六七七七五六田＝葛三E六八四EF．営…死四五．六六七六二九六F三六七臥九三四〇四八二九一七

二
・
釜
説

一一

O
〇
允

一
晃
八
三

一
三
喜

一
〇
一
三
ゴ

τ
八
2

二
●
O
沓

二
の
六
右

四
・
豊
五

丑
・
O
聾

す
一
八
八

陥一

?
鼈
鼡
E

四
・
六
量

一
・
天
二

四
・
七
三

一
●
四
四
二

一
〇
九
四
四

傾
斜
万
期

爵
］
州

卒
均

光
度

七三　玉三五二三五穴三三ニーご菖三二晃叉圭λλλ毘西ゑλ皇6二二豊肥
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≡窩省毛；充聾毫豪・・吾v巻．叩き葺扇囲日

三六二三七四ゴ七量四四一一九六八八七1＆華言畳豆1雷管皇三＆農λ毛蓋毛8茜等生

ば
か
り
で
第
四
番
で
あ
る
。
傾
斜
角
か
ら
見
て
此
等
の
や
う

に
三
十
何
度
、
四
十
何
度
こ
い
ふ
言
語
道
管
の
星
を
堂
々
π

る
遊
星
の
中
に
入
れ
て
お
く
の
は
他
に
劉
し
て
氣
の
毒
で
、

彼
等
に
心
あ
ら
ば
遊
星
の
刺
刺
に
か
・
は
る
痒
思
ふ
だ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
も
の

う
。
ひ
し
ろ
斯
う
い
ふ
の
は
彗
星
ε
同
列
に
置
く
べ
き
代
物

で
あ
る
。
離
心
率
か
ら
見
れ
ば
、
や
は
り
最
近
管
見
の
H
O
b
っ
O

団
N
が
一
番
大
き
い
。
そ
れ
か
ら
ア
〆
ベ
ル
ト
、
ア
リ
ソ
ダ
、

一
㊤
○
。
。
O
≦
、
の
順
で
あ
る
。
国
際
、
此
等
の
星
は
軌
道
の
形
や

大
き
さ
か
ら
見
る
ご
、
次
に
述
べ
一
る
周
期
彗
星
の
領
分
に
立

派
に
喰
ひ
入
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
物
理
學
的
に
考
へ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
む

遊
星
ご
彗
星
こ
の
橋
渡
し
が
此
等
の
星
に
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
次
の
孚
均
距
離
の
極
端
を
見
れ
ば
、
小
さ
な
方
で
は
何
ε

言
っ
て
も
エ
ロ
ス
に
越
す
も
の
は
無
い
。
事
實
上
、
全
く
火

星
の
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
の
だ
か
ら
、
此
の
股
線
ぶ
り
は
見

事
だ
こ
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
李
均
距
離
の
大
き
な
方
で
は

．
例
の
ヘ
ク
ト
ル
、
プ
リ
ア
ム
・
ア
キ
レ
ス
な
ご
い
ふ
ト
ロ
イ

群
一
派
で
、
丁
度
、
木
星
ざ
肩
々
相
摩
し
て
．
み
る
の
は
偉
い

ご
重
め
て
お
か
う
o
l
し
か
し
な
が
ら
、
近
日
鮎
距
離
や

遠
日
黙
距
離
に
な
る
ε
、
ま
だ
一
豪
の
者
が
ひ
か
へ
て
ゐ
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る
σ
尤
も
近
日
瓢
の
方
で
は
、
や
は
b
エ
ロ
ス
が
｝
番
で
あ

る
が
智
ア
川
べ
〃
ト
ご
ア
ヲ
ン
ダ
が
危
ぐ
エ
ロ
ス
に
追
ひ
っ

か
う
ざ
迫
っ
て
來
て
る
る
。
ざ
こ
ろ
が
遠
日
章
距
離
で
は
例

の
同
工
O
霞
N
だ
け
が
遙
か
に
群
を
抜
い
て
み
る
。
次
は
す
つ

毒
ち
て
、
ア
キ
レ
ス
が
轡
六
（
餐
を
越
え
・
ば
か
り
。

ま
つ
、
ア
〆
ベ
ル
ト
や
H
縮
O
口
N
は
、
軌
道
か
ら
見
れ
ば

「
こ
れ
は
彗
星
で
御
座
い
」
ご
押
し
出
し
て
見
て
も
、
大
し
て

不
思
議
で
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
衛
星
は
木
星
が
九
箇
、
土
星
が
十
箇
ざ
い
ふ
の
は
、

い
か
に
も
慾
張
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
何
れ
も
大
薮

の
質
量
が
大
き
い
の
で
あ
る
か
ら
、
當
然
ご
言
へ
や
う
か
。

天
王
星
の
四
箇
は
よ
ろ
し
い
。
之
れ
に
比
べ
る
ご
海
王
星
の

】
箇
は
淋
し
過
ぎ
る
。
或
は
ま
だ
も
つ
ご
在
る
の
で
は
な
い

か
。
火
星
が
可
愛
ら
し
い
衛
星
を
二
つ
持
っ
て
み
る
の
は
、

身
分
心
慮
の
御
愛
嬌
ご
見
て
よ
か
ら
う
が
、
之
れ
に
反
し
て
、

我
が
地
球
が
割
に
大
き
な
月
を
背
負
っ
て
み
る
の
は
、
少
し

荷
が
勝
ち
過
ぎ
で
る
る
ら
し
い
。
金
星
ご
水
星
ご
に
一
つ
も

衛
星
の
無
い
の
は
、
何
に
分
、
太
陽
が
近
い
の
で
無
理
も
無

か
ら
う
。

　
衛
星
の
登
見
は
、
（
月
は
別
ε
し
て
、
）
一
六
一
〇
年
に
ガ
リ

レ
オ
が
木
星
に
四
箇
を
駿
署
し
忙
の
が
最
初
で
、
其
の
後
、

ハ
イ
ゲ
ン
ス
、
カ
シ
ニ
・
ハ
ー
シ
ェ
ル
等
が
相
次
い
で
土
星

の
衛
星
を
量
見
し
セ
。
そ
れ
か
ら
十
九
徴
紀
の
牢
頃
に
は
天

王
星
や
海
王
星
の
衛
星
が
駿
見
さ
れ
、
遽
に
一
八
七
七
年
に

は
ホ
ー
ル
敏
授
が
多
鉱
苦
心
の
結
果
、
火
星
の
二
衛
星
を
登

号
し
記
の
で
あ
る
が
、
不
思
議
に
も
木
星
の
衛
星
に
つ
い
て

は
、
早
し
ガ
リ
レ
オ
が
見
元
四
つ
き
り
で
、
少
し
も
増
さ
な
か

つ
π
・
め
、
最
早
亘
れ
き
り
か
ご
も
思
は
れ
紀
が
、
俄
然
、
一

八
九
二
年
に
至
っ
て
、
バ
ア
ナ
ア
ド
敷
授
が
リ
ッ
ク
天
文
毫

の
三
十
六
吋
を
以
っ
て
、
ガ
リ
レ
オ
衛
星
の
内
側
に
微
星
を

二
見
し
、
次
い
で
ペ
リ
ン
民
等
が
第
⊥
ハ
第
七
第
入
衛
星
の
登

見
こ
な
り
、
最
近
は
、
か
の
歓
洲
大
乱
齪
の
始
ま
る
頃
、
米

國
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
が
第
九
衛
星
を
登
丸
し
泥
。

　
衛
星
の
軌
道
は
、
や
は
り
原
則
通
り
、
形
は
二
形
で
、
傾

斜
の
小
な
の
が
大
多
敏
で
あ
る
が
、
し
か
し
中
に
は
少
数
の

謀
反
者
が
あ
る
。
先
づ
軌
道
の
形
か
ら
言
へ
ば
．
｝
髄
に
、

木
星
や
士
星
の
衛
星
申
で
、
近
頃
の
登
見
に
か
・
る
も
の
は

難
業
離
心
率
が
大
き
い
。
但
し
木
星
の
第
五
衛
星
は
例
外
で

あ
る
か
ら
、
此
等
の
大
離
心
率
の
星
を
「
近
頃
の
登
見
」
ご
言

は
す
に
、
，
「
各
遊
星
か
ら
遠
距
離
の
も
の
」
ε
言
つ
π
方
が
好
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表三第：衛星表

亟
名
　
　
　
稠

準
均
距
離

周
　
望
離
心
牽

傾
壁

登
　
見
　
者

璽
鶴

地
回
、

1

月

六
〇
・
モ

日
　
時
　
分
二
七
七
蟹

O
・
O
無

度
玉
三

1

一
員
三
乳

火
星

ー
コ

フ
　
ナ
　
ボ
　
ス
ダ
　
イ
　
モ
　
ス

二
●
七
七
六
●
窒

　
七
三
九
一
六
天

O
。
O
O
・
0

毛
管
毛
去

ホ
　
　
　
一
　
　
　
ル
ホ
　
　
　
一
　
　
　
〃

一
八
七
七
天
七
七三
エ
、
三
・
七

1

イ
　
　
　
　
　
　
ナ

乱
・
費

一
一
八
ニ
ハ

O
＆

0
ガ
　
リ
　
レ
　
ナ
ニ
ハ
δ

誓
九

木

2
3
エ
　
ゥ
　
ロ
　
漕
ガ
　
ニ
　
メ
　
ド

九
・
四
〇
西
・
究

三
一
三
西
七
　
三
四
ゴ

O
呂
0
。
O
、

0
0
ガ
　
サ
　
　
レ
　
ナ
ガ
　
リ
　
レ
　
ナ

一
六
δ
一
六
6

六
・
O
凪
轟

4

カ
　
　
リ
　
　
ス
　
　
ト

叫
宍
二
六

一
六
ニ
ハ
冒
三

O
・
0

O
ガ
　
リ
　
ン
　
ナ
エ
ハ
一
〇

六
轟

5

一

号
暑

ご
毫

0
・
O

二
〇
二

〆
　
ア
　
ナ
ア
　
ド

一
八
些

一三

6

i

一六

Z
働
堕
、

壽
O
西
四
〇

O
Φ
一
課

二
九

八
　
　
可
　
　
ソ
晃
〇
四

三
暑

星

7
8

1
一

エ
ハ
四
・
四
六
三
元
・
三

一
差
O
　
＝
西
七
三
八
三

O
・
二
〇
七
〇
蓋
八

二
七
西
八

ペ
　
　
リ
　
　
y
メ
　
　
ロ
　
　
ツ
　
　
下
晃
呈
一
九
〇
八

鼠
芸
ニ
ハ
。
〔

9

1

三
量
蓋

七
九
七

O
・
＝

一
毛

ニ
　
コ
　
〃
　
ソ
　
ソ

一
九
西

一
八

1
2
ミ
　
　
　
マ
　
　
　
ス
エ
ソ
セ
ラ
ド
ス

三
●
〇
七
号
九
四

　
三
三
七
一
八
就
三

O
④
O
冗
0
の
8
五 「

　
一
充
・
七
　
二
八
三

W
ハ
ー
シ
ェ
ル
W
ハ
ー
シ
ェ
ル

　
　
｝
三
八
九
三
・
八
　
　
一
宅
八
九
三
。
コ

土

3
4
チ
　
　
チ
　
　
　
ス
デ
　
　
オ
　
　
ネ

四
・
八
八
六
・
二
四

＝
三
八
　
一
＝
七
二

0
・
O
O
O
O
・
O
O
二晃三
ニ
ハ
立

」
n
カ
シ
ニ
」
．
n
カ
シ
ニ

5
6
レ
　
　
　
　
　
　
ア
テ
　
イ
　
タ
　
ン

八
名
ご
二
〇
。
「
三

四
三
爵
髭
三
巴

0
。
0
2
0
・
〇
二
九

二
八
2
毛
嘉

J
n
カ
シ
ニ
ハ
イ
ゲ
ソ
　
ス嚢

｛
コ
ハ
七
三
〇
〇
八
　
　
　
九
。
圃

星

7
8
ヒ
　
ベ
　
リ
ナ
　
ソ
ヤ
　
　
ベ
　
ト
　
ス

二
四
●
四
九
五
八
。
空

三
　
六
三
八
七
九
　
七
二

O
・
δ
四
〇
〇
〇
二
九

毛
塁
天
2

W
　
ボ
　
ソ
　
ド
」
n
カ
シ
ニ天
四
八
．
一
三
毛
　
　
　
｛
＝
奎
三
．
七

い
。
兎
に
角
、
此
等
の
中
に
は
、
遊
星

で
言
は
い
、
水
星
や
火
星
の
離
心
率
以

上
の
も
の
が
少
な
く
な
い
。
最
大
な
の

は
木
星
の
図
入
衛
星
で
、
殆
ん
ご
緯
言
量

の
或
る
も
の
に
近
い
。

　
・
次
に
軌
痘
面
の
傾
斜
に
つ
い
て
も
、

ほ
い
同
様
な
脱
線
ぶ
り
で
あ
る
。
但
し

こ
・
で
軌
道
面
の
傾
斜
を
測
る
に
つ
い

て
、
標
準
に
取
る
．
べ
き
李
面
の
都
合
に

よ
っ
て
、
結
論
が
違
っ
て
遜
る
の
は
止

む
を
得
な
い
。
例
へ
ば
黄
道
面
を
標
準

に
取
っ
て
考
へ
れ
ば
、
天
王
星
の
諸
衛

星
は
九
十
度
以
上
の
傾
斜
を
持
っ
て
る

る
し
、
海
王
星
の
衛
星
の
如
き
は
省
そ

れ
以
土
の
大
傾
斜
を
や
っ
て
み
る
。
そ

れ
故
、
此
等
の
衛
星
は
「
逆
行
」
し
て
み

る
ご
も
考
へ
ら
れ
る
け
れ
ご
、
實
は
そ

れ
ぞ
れ
の
首
星
で
あ
る
天
王
星
や
海
王

星
の
自
尊
軸
が
、
此
等
の
衛
星
の
公
轄

軸
驚
近
い
の
か
も
知
れ
な
い
、
（
現
今
、



9
フ
　
　
　
エ
　
　
ペ

ー。

e
　
　
一
．
、
　
ス

尊王天
4　3　2　1

ナチウア
　　yベタプリ
　　リ
ロニ　 エ

　　エ
ンアァレル

三
四
・
四

二
四
〇
一
七

七
〇
七
一

一
〇
●
叢

一七

E
六
三

二
三
●
玉
七

垂
〇
一
＝
両
　
O
ゑ
六
六

二
〇
　
二
〇
　
二
四
　
　
　
〇
〇
二
三

一
＝
一
ご
充

四
　
三
一
ズ

八
一
六
五
七

三
＝
　
七

oooo
一
茜
・
八
尋

三
九
・
流

ビ
ク
可
　
ソ
　
㎞
グ
【
八
九
八

ビ
ク
Ψ
y
グ
一
九
〇
四

Nv，．．一 u一一・．i一．V

　毛　・’；v

　翫W．　Vv，　．　NV．　W．

ラ
ツ
　
セ
　
ル

ラ
ツ
　
セ
　
〃

ハ
ー
シ
エ
〃

メ
ー
シ
エ
　
ル

天
璽

天
互

一
七
八
七

七　7k
　e　七
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三
豊

西
o
O

西
・
六

美
七
」
西
。
八

知
れ
て
み
な
い
け
れ
¢
」
o
）
か
う
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
輝
由
は
、

火
星
や
木
星
や
土
星
に
例
談
が
多
く
あ
る
。
即
ち
各
遊
星
の

赤
道
面
を
標
準
ど
す
る
な
ら
ば
火
星
の
衛
星
や
、
木
星
の
第

一
乃
至
第
五
衛
星
や
、
風
雲
の
第
一
乃
至
第
七
衛
星
は
非
常

に
傾
斜
角
の
小
さ
い
も
の
ε
な
る
。
そ
し
て
木
星
の
第
⊥
ハ
ε

第
七
、
土
星
の
早
世
衛
星
に
至
っ
て
、
甚
だ
し
く
大
傾
斜
ご

な
る
が
、
更
に
木
星
の
第
八
ε
第
九
、
土
星
の
第
九
は
何
れ

も
百
四
十
度
を
超
ね
て
る
る
驚
く
べ
き
逆
行
星
で
あ
る
。

　
理
由
は
よ
く
分
ら
な
い
け
れ
ご
、
若
し
木
星
や
土
星
の
諸

衛
星
の
配
置
が
一
般
的
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
衛
星
は

遊
星
か
ら
の
李
均
距
離
が
遠
い
ほ
ご
、
軌
道
の
離
心
率
が
大

き
く
、
叉
、
軌
道
面
の
傾
斜
も
大
き
い
。
離
れ
に
反
し
て
、

遊
星
か
ら
の
季
重
距
離
が
近
い
程
、
軌
道
は
圓
に
近
く
、
其

の
面
の
傾
斜
は
小
で
あ
る
L
ε
言
へ
る

（
ロ
ー
エ
ル
は
此
等
の
事
實
を
論
糠
ε

し
て
、
天
下
の
進
化
を
論
じ
、
総
て
の

衛
星
は
元
々
逆
行
し
て
ゐ
π
も
の
で
、

各
遊
星
系
の
力
二
六
安
定
の
π
め
に
、

漸
次
、
内
側
の
も
の
が
先
づ
順
行
に
墾

つ
に
の
で
あ
る
ご
結
論
し
て
み
る
○
）
此

の
考
へ
で
見
る
ε
、
火
星
や
、
天
王
星
や
、
海
王
星
に
現
今

知
ら
れ
て
み
る
衛
星
は
、
轡
型
距
離
ざ
離
心
傘
ご
傾
斜
か
ら

着
へ
て
、
何
れ
も
木
星
の
第
一
乃
至
第
五
、
或
は
土
星
の
第

一
乃
至
第
七
衛
星
ε
同
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
地
球
の

月
は
木
星
の
第
六
第
七
、
及
び
土
星
の
喜
入
衛
星
ご
同
類

で
、
遠
い
衛
星
ε
近
い
衛
星
ご
の
中
間
に
位
す
る
も
の
か
。

更
に
叉
思
ふ
に
、
若
し
地
球
や
火
星
や
天
王
星
や
海
王
星
が

完
全
な
衛
星
列
を
持
っ
て
み
る
筈
で
あ
る
な
ら
ば
、
將
來
登

見
さ
れ
る
べ
き
未
知
衛
星
は
、
火
星
ご
天
王
星
ご
海
王
星
ご

に
つ
い
て
ば
、
何
れ
も
遽
距
離
に
逆
行
し
で
る
る
衛
星
で

あ
る
だ
ろ
う
し
　
地
球
に
つ
い
て
は
、
術
其
の
外
に
、
赤
道

面
で
近
距
離
を
行
ぐ
順
行
衛
星
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
但
し
、

實
際
は
各
遊
星
髄
の
楕
傘
に
も
よ
る
ε
思
ふ
か
ら
、
右
に
述
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べ
た
や
う
な
簡
軍
な
推
論
の
み
で
は
不
充
分
で
は
あ
る
が
。

　
土
星
の
輪
は
、
マ
ク
ス
エ
ル
の
理
論
ε
、
キ
イ
ラ
ア
の
観

測
ご
に
よ
っ
て
、
微
粒
衛
星
の
集
團
で
あ
る
ご
謹
明
せ
ら
れ

π
。
此
等
の
衛
星
は
李
均
距
離
が
、
大
衛
星
の
何
れ
よ
り
も

小
で
あ
る
か
ら
、
赤
道
に
劃
す
る
傾
斜
も
小
さ
い
し
、
軌
道

も
殆
ん
ご
圓
で
あ
る
こ
ご
が
、
事
實
ご
理
論
ご
好
く
一
致
し

て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
彗
星
は
其
の
軌
道
の
計
算
上
’
原
則
こ
し
て
二
物
線
を
書

く
も
の
ε
な
っ
て
み
る
こ
ご
が
、
遊
星
や
衛
星
等
だ
す
っ
か

り
違
っ
て
み
る
。
現
に
昔
し
か
ら
今
ま
で
の
聞
に
正
式
に
登

録
さ
れ
た
彗
星
の
数
は
四
百
十
五
箇
で
あ
る
が
、
其
の
内
の

入
割
五
分
ま
で
は
軌
道
の
離
心
峯
が
一
・
○
○
、
即
ち
拗
物

線
で
あ
る
。
叉
残
り
の
一
割
五
分
の
中
た
は
双
曲
線
軌
道
を

持
つ
も
の
こ
、
楕
…
圓
軌
道
を
持
・
つ
も
の
こ
が
あ
る
の
だ
が
、

其
の
双
曲
線
軌
道
の
離
心
峯
は
皆
何
れ
も
一
よ
り
極
め
て
僅

か
だ
け
大
き
い
も
の
で
、
事
書
上
、
零
物
線
ざ
見
て
も
大
し

π
差
つ
か
へ
な
い
も
の
で
あ
る
。
力
學
的
論
擦
か
ら
考
へ
れ

ば
、
著
し
彗
星
が
始
め
太
陽
系
以
外
の
塞
間
か
ら
飛
び
込
ん

で
來
陀
も
の
な
ら
ば
、
始
め
か
ら
持
っ
て
る
だ
速
度
の
如
何

に
よ
っ
て
、
も
つ
ざ
大
き
な
離
心
峯
の
双
曲
線
軌
道
が
在
っ

て
も
よ
か
b
さ
う
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
全
く
皆
が
申
し
合

せ
π
や
う
に
殆
ん
ご
忌
物
線
軌
道
を
持
つ
こ
ざ
に
な
っ
て
み

る
の
は
不
思
議
ご
言
へ
ば
不
思
議
で
あ
る
、
し
か
し
之
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
さ
ご

即
ち
彗
星
と
い
ふ
も
の
・
元
の
御
里
を
示
し
て
み
る
事
實
に

蓮
ひ
な
い
。

　
彗
星
の
中
に
は
明
か
に
楕
圓
軌
道
を
書
い
て
み
る
も
の
が

あ
る
。
此
等
は
比
較
的
短
時
日
の
間
に
公
轄
を
く
り
か
へ
し

て
、
度
々
近
日
鮎
通
過
を
や
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
名
、

「
週
期
彗
星
」
こ
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
此
等
ご
錐
も
、
や
は
り

離
心
峯
は
、
な
る
べ
く
大
き
く
な
り
元
が
る
く
せ
が
あ
る
。

今
ま
で
の
彗
星
の
中
で
、
離
心
牽
の
最
も
小
さ
い
の
は

　
ホ
〃
メ
ス
彗
星
　
　
　
　
　
　
　
○
・
四
一
ニ

　
プ
ル
ク
ス
彗
星
　
　
　
　
　

○
●
四
六
七

で
あ
る
か
ら
、
前
に
述
べ
た
通
り
、
小
遊
星
の
中
に
は
此
れ

程
の
値
を
持
つ
π
も
の
は
無
い
で
は
な
い
が
、
彗
星
の
方
か

ら
見
れ
ば
、
之
れ
が
最
小
限
度
の
離
心
率
で
あ
る
し
、
小
遊

星
の
方
か
ら
見
れ
ば
、
託
の
邊
が
最
大
限
度
に
近
い
こ
い
ふ

の
だ
か
ら
、
や
は
り
大
勢
か
ら
見
て
、
遊
星
ご
彗
星
ざ
に
は
、

軌
道
の
形
に
於
い
て
既
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
い
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
o
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表四第週期三
二
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木星族
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羅王海1

　
年
　
　
日

三
6
九
亘

五
一
六
六
茜

五
　
六
三
隻
、

避
一
一
四
ハ
＠
六

五
三
［
濫
・
八

山ハ

ｼ
な
〇

六
コ
ハ
吾
九

六
天
六
身

六
一
九
六
・
五

六
二
七
。
九

武
一
、
四
二
⑭
三
．

六
二
喜
で
〇

六
ゴ
豊
・
六

六
三
三
δ

．
六
三
三
角
〇
六

七
　
冒
ズ
西

七
コ
ハ
〇
霜

天
　
箪
位

0
2
言
ス

一
。
芸
曽
畠
一

〇
旨
旨
八

一
。
豆
．
’
β

O
。
九
七
三

一
●
宅
〇

一
三
七
三

〇
・
九
七
四

二
ゐ
空

一
・
二
七
〇

τ
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七

〇
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八
究

一
孟
八
八

二
●
ご
三

一
．
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凶
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九
六
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一
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杢
宍

天
文
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位

叩
■
O
茜

四
・
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六
〇

五
。
六
一
〇

五
w
三
四

五
註
誠
二

誉
一
三
苓

蕊
二
六
〇

寮
究
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．

四
・
九
9
．

覧
・
七
二
四

六
●
O
萄

六
。
号
三

就
・
尭
四
．

霊
・
〇
九
七

誓
八
壱

奇
四
二
九

就
・
突
六

三
三
二

一
●
〇
二
八
　
　
九
●
就
四
二

　
　
　
度
　
　
分

O
●
八
F
七
　
　
一
二
三
賦

O
o
託
同
君
　
　
一
二
響

O
o
八
5
　
　
二
九
二
四

〇
〇
六
三
八
　
　
　
　
五
　
ご
七

〇
●
七
9
　
　
天
宅

．
O
皇
ニ
ハ
　
．
三
三
職

0
。
六
六
　
．
　
乱
髪

O
o
七
二
〇
　
　
三
〇
四
四

〇
・
四
9
，
　
δ
四
七

〇
〇
六
三
七
　
　
　
一
丑
　
四
七

〇
●
七
二
　
　
三
一
萱

0
●
七
熟
熟
　
　
こ
ご
三

〇
・
霊
前
八
　
二
五
冥

O
●
四
一
ゴ
　
　
　
ニ
O
．
四
九

〇
●
六
一
四
　
　
お
〇
二
六

〇
・
四
究
　
　
六
四

〇
・
異
常
　
δ
三
六

0
。
八
〇
六

・
竃
七
こ
。
・
四
七
一
九
・
翌
。
・
奎

ノ、　ナ、オぐ　プ　　ウ

　　ソ　 エ

　，レ　ロ
　　ス　ス
レベOルト
　　．プフ
　｝vノレセ
　　ク　ア
イススソ〃
七・七・ヒ六プ｛
六こニーブLt
　ゴヒ5三四
七一La　EEL九四

一
豊
歪
　
二
九
〇
老
一
　
〇
顕
露

O
・
四
八
四
　
　
三
四
●
〇
一
六
　
．
　
O
●
九
七
二

〇
・
圭
ハ
§
。
究
八
　
？
朶
竃

一
由
充
九
　
三
冠
り
六
二
話
　
　
．
O
●
沁
畢

O
金
四
七
三
五
。
三
〇
嵩
　
O
・
惣
堀
七

グ
叩
ン
淋
ガ
チ
巫
・
均
時

　
年
月
　
日

冗
ズ
三
デ

轟
き
六
ろ

ズ
七
九
　
三
三
〕

完
O
八
6
　
四

充
詮
　
九
二

穴
歯
ゴ
電

量
O
湘
δ
三

冗
三
＝
．
二

穴
七
九
　
丑
　
六

一
九
一
〇
　
　
九
　
一
六

兀
兄
δ
混

一
八
五
二
　
沁
一
言

一
湘
一
八
一
二
一
暫

一
九
一
九
コ
ニ
ー
．

冗
一
八
二
　
一
六

充
＝
　
一
　
圃

充
あ
＝
　
一

玉
五
　
．
〇
一
九
ご
一
　
一
〇
　
二
八
　
　
　
六

工
茜
÷
八
六
六
；

　
　
　

四
二
三
三
一
九
一
三

充
一
室

茜
．
三

四
四
三
四

一
六
二
一
三

死
目

天
八
四

天
八
七一

九
6

四⊂＝）・・“⊂⊃一

，二八ヨ義六〆て

　
　
　
彗
星
の
登
見
こ
い
ふ
こ
ε
は
、
ず
い

　
　
ぶ
ん
人
の
好
奇
心
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
る

論
四
　
が
㍉
．
㎞
れ
が
、
彗
星
巴
言
っ
て
普
通
の

脱
　
肉
眼
に
も
見
ね
る
ぐ
ら
ゐ
立
派
な
光
輝

四　
　
㌶
首
尾
を
備
へ
だ
の
は
、
誠
に
珍
ら
し

ヨ
　
い
も
の
で
、
十
年
号
一
回
有
る
か
無
い

　　

筑
　
か
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
大
い
に
も
て
は
．

　
　
や
さ
れ
て
も
好
い
が
、
此
頃
の
や
う
に

三七　
　
望
遠
鏡
の
み
で
見
ね
る
ご
い
ふ
種
類
の

白

雪
　
彗
星
は
、
光
輝
は
勿
論
小
さ
い
し
、
形

竃　
　
も
や
・
も
す
れ
ば
星
雲
ご
間
違
へ
る
程

四

三
　
度
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
守
門
家
以
外

四　
　
に
は
興
味
の
薄
い
の
が
多
い
。
そ
し
て

九　
　
数
も
中
々
多
い
か
ら
、
大
し
て
珍
し
い

　
　
代
物
で
は
な
い
。
殊
に
近
年
は
、
彗
星

　
．
北
見
ご
言
っ
て
も
、
週
期
彗
星
の
再
來

二　
　
を
登
見
す
る
一
合
が
少
な
く
な
い
か
ら

二
二
　
（
專
門
家
は
兎
に
角
、
）
素
人
に
喜
ば
れ

ゴ
　
な
い
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ち
の
登
見

二
九　

　
数
を
数
へ
て
見
る
ε
O
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表五聖流星輻射の表

輻
　
　
射

赤
　
経
「
赤

一
月
二
目
一
三
H

二
月
門
十
日
－
十
五
陶
口

三
月
一
日
－
四
日

三
月
廿
四
日

四
月
十
九
H
一
門
二
日

四
月
一
五
月

五
一
月
一
口
一
一
山
ハ
日

五
月
十
一
日
一
十
「
八
目
口

五
月
－
七
月

山ハ

誌
¥
一
昌
日

七
月
十
五
日
－
十
九
日

老
月
廿
八
日
－
三
十
日

八
月
九
日
一
十
三
日

三
月
十
日
一
十
五
日

入
月
廿
一
a
－
廿
五
日

七
月
一
九
月

九
月
五
日
i
十
五
日

九
月
三
日
－
廿
二
日

十
月
二
日

十
月
四
日

十
月
十
五
日
－
廿
四
日

十
月
二
十
日
一
・
廿
五
日

〇九一三七六四九九四三一・一・一五三＝’1九七六六七三
〇二〇〇四二七一L⊃五九四〇ニーtN三一一。六五〇度

北北北北北北北北北北南北北南北南北北北北北北
一・一 ｵ五四三四六五ぬ一四六ニニ　五三五　四五
三五九ご一七三〇三七一八一・一七二八三八四一三麗

龍
座

琴
座

水
工
座

凡
ル
セ
ウ
ス
座

　
年
　
　
次

一
九
〇
一
一
二

一
九
〇
三
一
四

一
九
〇
五
一
六

一
九
〇
七
一
八

一
九
〇
九
i
一
〇

一
山
ル
一
　
一
一
一
二

一
ム
ル
一
［
二
i
一
四

一
一
兀
一
五
i
－
一
－
一
宗

一
九
一
七
．
一
一
八

一
九
一
九
一
二
〇

合
　
　
計

慧
星
目
見
数

　
　
　
五
個

　
　
　
　
入

　
　
　
一
三

　
　
　
九

　
　
　
一
〇

　
　
　
＝
一

　
　
　
一
一

　
　
　
入

　
　
　
七

　
　
　
七

　
　
九
〇
個

其
の
内
で
澗
期
彗
星
ば

　
　
　
　
二
個

　
　
　
　
二

　
　
　
　
七

　
　
　
　
二

　
　
　
　
七

　
　
　
　
六

　
　
　
　
四

　
　
　
　
五

　
　
　
　
五

　
　
　
　
五

　
　
　
四
五
個

　
彗
星
は
多
く
其
の
近
日
黙
の
近
く
で
匹
見
や
観
測
が
行
は

れ
る
の
で
、
未
だ
一
つ
も
遠
日
工
で
槻
測
さ
れ
π
例
は
無
い
、

量
れ
は
彗
星
が
太
陽
か
ら
遠
ざ
か
る
ざ
、
光
も
減
す
る
し
、
形

も
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
に
因
る
の
で
あ
る
。
今
ま
で
に

登
見
さ
れ
た
彗
星
の
中
で
、
近
日
鮎
距
離
の
大
小
爾
極
端
は

　
　
一
六
山
0
八
年
の
彗
星
　
　
　
　
　
　
　
　
○
。
○
〇
四
七
八
（
最
小
）

　
　
一
七
二
九
年
の
彗
星
　
　
　
　
　
　
　
四
・
∩
五
　
　
（
最
大
）

で
あ
る
が
、
多
数
の
も
の
、
三
一
は
丁
○
（
天
文
盟
位
）
即

ち
我
が
地
球
の
李
均
距
離
ご
ほ
い
等
し
い
こ
い
ふ
結
果
に
な

る
。
之
れ
は
決
し
て
偶
然
で
な
い
。
吾
人
は
地
球
上
の
棲
息

者
で
あ
る
が
故
に
、
地
球
の
近
所
に
や
っ
て
來
る
彗
星
を
．
最
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四
三
　
北
二
二

五
八
　
北
九

一
五
一
　
一
二
二

一
五
四
　
北
四
〇

山ハ

O
　
　
北
二
二

二
五
、
北
四
三

一
六
二
　
北
五
八

一
〇
八
　
・
北
三
三

獅
子
座

ア
ン
ド
ロ
メ
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座
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も
多
く
登
見
ず
る
の
で
あ
る
。
若
し
も
火
星
や
木
星
上
で
観

測
す
る
な
ら
ば
、
登
見
さ
れ
沈
彗
星
の
近
日
瓢
李
均
距
離
は
、

丁
五
や
五
・
二
こ
な
る
で
あ
ら
う
。
之
れ
で
見
る
ざ
、
む
し

ろ
彗
星
の
類
は
非
常
に
多
く
此
の
宇
宙
宝
間
に
運
行
し
て
み

る
の
で
、
其
の
中
に
は
大
小
種
々
の
軌
道
を
有
つ
π
も
の
が

あ
る
だ
ら
う
が
、
其
の
内
で
只
地
球
に
近
い
も
の
の
み
が
吾

人
に
知
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
器
物
線
軌
道
の
遠
日
鮎
は
無
限
大
の
距
離
に
あ
る
か
ら
、

取
扱
ひ
が
出
來
な
い
が
、
週
期
彗
星
の
遠
日
鮎
は
興
味
あ
る

一
般
傾
向
を
持
っ
て
る
る
。
現
今
知
れ
て
み
る
山
畑
十
偶
の
週

期
彗
星
に
つ
い
て
、
其
の
遠
日
黙
距
離
の
分
布
を
見
る
ビ
．

凡
そ
次
の
通
り
に
な
る
。

（
木
星
族
）

（
土
星
族
）

（
天
王
星
族
）

（
海
王
星
族
）

　
其
　
　
他

卒
均
曇
日
鮎
距
離

同同同

五
。
0
の
も
の

九
・
五
の
も
の

一
九
　
　
の
も
の

三
〇
　
の
も
の

四
十
三
個

　
三
個

　
二
個

　
八
個

　
四
個

　
此
等
は
、
そ
れ
一
頭
書
の
通
り
、
例
へ
ば
木
星
族
彗
星

土
星
族
彗
星
な
ざ
・
呼
ば
れ
る
。
週
期
彗
星
の
遠
日
黙
が
、

か
や
・
」
に
各
遊
星
の
李
均
距
離
に
近
い
の
は
、
畢
覧
、
遊
星

の
引
力
作
用
の
π
め
に
「
捕
獲
」
さ
れ
だ
結
果
で
あ
る
。

　
軌
道
面
の
傾
斜
か
ら
言
へ
ば
、
ま
つ
批
物
線
軌
．
道
の
傾
斜

は
大
小
無
茶
苦
茶
で
、
從
っ
て
彗
星
の
蓮
動
は
順
行
も
逆
行

も
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
週
期
彗
星
の
軌
道
の
傾
斜
は
噌
般

に
小
さ
い
。
殊
に
木
星
族
の
彗
星
は
、
大
多
歎
が
二
十
度
以
下

で
、
最
大
な
ピ
ゴ
ッ
》
彗
星
ご
錐
こ
も
四
．
十
八
度
に
過
ぎ
な
い

只
、
遊
星
の
李
均
距
離
が
大
き
い
も
の
、
彗
星
は
、
…
幾
分
か
傾

斜
が
大
き
い
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
大
部
分
は
入
十
度
以
下

で
、
即
ち
順
行
し
て
み
る
○
但
し
ハ
レ
イ
彗
星
だ
け
は
百
六
十

二
度
こ
い
ふ
大
傾
斜
で
、
逆
行
し
て
み
る
の
が
珍
ら
し
い
。

　
週
期
彗
星
の
中
で
、
今
日
ま
で
に
二
回
以
上
出
現
し
陀
も

の
を
第
四
表
に
掲
げ
る
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
メ
　

　
流
星
は
、
之
れ
を
太
陽
系
統
中
の
各
員
ε
．
し
て
見
π
丁
合
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は
全
く
彗
星
ご
同
列
に
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
軌
道
が
瀬

物
線
に
近
い
貼
に
於
い
て
も
、
或
る
代
表
的
流
星
出
現
が
特

定
の
彗
星
軌
道
ε
我
が
地
球
こ
の
相
鋭
感
位
置
に
關
係
し
て

み
る
鮎
に
於
い
て
も
、
説
明
は
明
瞭
で
あ
る
。
特
に
流
星
軌

道
の
近
日
黙
距
離
の
最
大
限
が
精
密
に
一
・
○
○
（
天
文
輩

位
）
な
の
は
、
流
星
現
象
の
本
質
か
ら
見
て
必
然
の
結
果
で

あ
る
。
此
の
論
を
推
し
進
め
て
、
若
し
火
星
や
木
星
で
流
星

を
観
測
す
る
な
ら
ば
、
其
等
の
軌
道
の
近
日
貼
距
離
は
、
正

し
く
一
・
五
二
及
び
五
・
二
〇
以
下
で
あ
る
ご
言
ふ
こ
ざ
が
出

來
る
O
か
う
し
て
流
星
の
同
類
が
、
我
が
太
陽
系
中
に
で
も

幾
程
存
在
す
る
炉
は
、
吾
人
の
想
像
に
詰
る
こ
ご
で
あ
ら
う
Q

　
し
か
し
、
實
際
観
測
の
方
か
ら
見
π
流
星
は
、
そ
れ
み
＼

群
を
な
し
て
、
天
球
上
の
煙
る
特
定
鮎
に
輻
射
鮎
を
持
っ
て

る
る
。
今
、
一
年
中
に
見
ね
る
流
星
の
主
な
輻
射
黙
を
第
五

表
に
掲
げ
る
。

　
黄
道
光
も
、
今
は
太
陽
系
の
一
員
π
る
こ
ご
を
疑
ふ
者
は

無
い
。
此
の
光
の
原
因
は
太
陽
に
近
く
密
集
し
だ
微
粒
天
燈

に
あ
る
の
で
、
此
等
は
即
ち
流
星
物
質
ご
同
じ
種
類
で
あ

ら
う
。
大
薩
は
、
太
陽
を
中
心
こ
し
た
偏
否
騰
に
集
っ
て
み

る
が
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
に
よ
れ
ば
、
其
の
主
要
昂
面
鳳

　
夕
影
面
ε
の
傾
斜
　
　
　
　
　
　
三
度
二
〇
分

　
昇
亦
ハ
錨
の
瞥
ハ
経
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ハ
ニ
度

　
叉
全
髄
の
質
量
は
、
ぜ
ー
リ
ゲ
〃
氏
に
よ
れ
ば
、
太
陽
の

二
百
入
十
⊥
ハ
萬
分
の
“
、
即
ち
地
球
の
約
九
分
の
一
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
我
が
太
陽
系
は
太
陽
を
中
心
こ
し
、
覧
れ
に

支
配
さ
れ
て
、
遊
星
、
衛
星
、
彗
星
、
流
星
等
餐
種
の
天
艦
が
、

全
部
一
家
族
の
や
う
に
結
合
さ
れ
て
み
る
團
騰
で
あ
る
が
、

天
龍
個
々
の
性
質
か
ら
見
て
も
、
軌
道
の
關
係
か
ら
見
て
も
、

各
種
類
毎
に
根
本
的
の
差
の
あ
る
も
の
で
隔
頗
る
階
級
的
に

作
ら
れ
て
み
る
◎
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
何
所
に
も
見
當
ら
な

い
。
殊
に
此
の
階
級
的
配
合
は
個
々
の
質
量
に
つ
い
て
甚
だ

し
い
も
の
が
あ
る
。
質
量
に
於
て
は
太
陽
の
み
が
絶
大
で
之

れ
に
次
ぐ
木
星
で
さ
へ
太
陽
の
千
分
の
一
に
足
り
な
い
。
遊

星
や
衛
星
や
、
其
他
総
て
の
微
天
主
を
全
部
集
め
て
も
、
其

の
質
量
は
太
陽
の
七
百
分
の
一
以
下
に
過
ぎ
な
い
。
（
終
）

注
意

此
の
丈
中
の
激
値
ば
皆
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
末
現
在
の
も
の

で
あ
る
。

衛
星
表
の
中
の
雫
均
三
一
は
各
遊
星
り
赤
道
牛
樫
彪
星
位
ご
す
。

天
幸
等
位
ぜ
に
一
四
九
四
〇
〇
〇
〇
〇
キ
ロ
、
叉
一
キ
ロ
に
九
町

冠
着
旧
す
o


